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システムを提案した 提案 したシステムは,集約性に優れた40GbiVs用多ポー ト光符号/復号器を基地局,安価で小型な
40GbiυsttSSFBG光符号/復号器を加入者宅に配置するハイブリッド構成により,費用対効果に優れた40Gb1/s級の伝送














を提案 した。本波長変換器は,縦続接続 したSOAの相互利得変調を通じてPAMフォーマットに対応 した全光波長変換
が可能である 数値解析による原理確認を行 うことで,提案する波長変換器の実現可能性を確認した .
第六章は結論であり,本論文で得られた成果について総括を行った。
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インターネットの多様化に伴い、光伝送ネットワークに対
―ネットの発展を支えていく上で、今後はユーザに近い短
が必須となる。本学位論文は、大容量かつフレキシブルな
率を有する光多重化技術ならびに費用対効果に優れた光変
よび光多値振幅変調 PAMlを用いた短距離光ネットワーク
用対効果に優れたハィブリッド型 40G-OCDMAシステムを提
解析および評価実験に基づく光符号 。復号器の設計、試作
用いて 50kmの双方向伝送実験を行うことにより、ハィブ
いる。
けて、光符号・復号化処理に基づく多次元光ラベルを提案
の光ラベル処理を可能とする原理確認実験や試験機を用い
ルの有効性を示している。また、実環境への適用を視野に
ラベルに与える影響を評価している。
(3)次世代光アクセスネットワークに着目して、反射型半導体光増幅器 lRSOAlを用いたソースレス PAIMシステム
を提案している。本システムでは、下り信号を基にRSOAが上り回線のPAM信号を直接変調するため、簡易
な構成でシステムの伝送速度を向上できる。提案システム内で PAIM信号の双方向伝送実験を行うことで,そ
の有効性を実証している。また、データセンターネットワークに焦点を当てて、半導体光増幅器 60Alを用
いた P畑信号向けの波長変換器を提案している。本波長変換器は、縦続接続した SOAの相互利得変調を用い
ることにより、P馴信号の波長変換を実現できる。50Gbit/sのP馴信号に対して数値解析を行うことにより、
提案する波長変換器の実現可能性を示している。
以上のように、本論文は光符号分割多重アクセスOCDMA)および光多値振幅変調 (PAMlを用いた短距離光ネットヮー
クの実現可能性を数値シミュレーションと実証実験により示している。これらの成果は大容量かつフレキシブルな短
距離光ネットワークの発展に大きく貢献するものであり、工学的な見地から非常に意義が深い。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
